
１　学校教育目標
「世界に通じる学力」と「リーダーにふさわしい人間性」、「健やかで逞しい心と体」を備え、地域社会をリードし国際社会に貢献できる人材の育成

２　年度の重点目標
○生徒一人ひとりの確かな学力の向上と進路実現を図る。
○豊かな人間性と健全な身体、広い視野を育む教育活動を展開する
○教職員の資質向上、働きやすい職場、開かれた学校づくりを推進する
○学校改革の推進を図る

３　学校関係者評価（Ａ非常に良い(85%以上)　Ｂ良い(70～85%)　Ｃ概ね良好(50～70%)　Ｄ要改善(50%未満)）

具体的方策・評価の際の着眼点の例

・校務運営委員会を中心とした共通理解の深化
・各種委員会の活性化
・教職員間のコミュニケーション活性化

・勤務時間の適正化
・会議の効率化

・広報の充実　・定員の充足　・共通理解と協働体制の確立
・課題研究、海外研修など各種取組の充実
・新学科教育活動の円滑な推進　・普通科単位制への移行に伴う教育体制の確立

・学校通信及びホームページ等の改善と充実　・学校評議員会の活用
・ＰＴＡ及び家庭との連携強化　・中学校との連携強化
・ふるさと共創プロジェクト事業の推進

・新学習指導要領対応に向けた、各種委員会等での継続的な検討
・先進事例の研究　・具体的な改善策の策定
・指導法と評価法の研究推進、文理融合型教育課程の研究

・各種学習活動（小テスト、課題考査、補習、模擬試験等）の計画的、効果的な実施
・個人面談の充実、家庭との緊密な連携
・学年と各教科及び学習指導部との連携

・学力向上の支援等、各家庭との連携の元、保護者の参加も必要かと思われる。
・STEAM教育は多方面からの活動研究等で成果も出ている様だ。
・STEAM探究科の学年進行に伴い、生徒が自ら学習内容を選択できるカリキュラム改
革が着実に進展していることは高く評価できる。次期学習指導要領においても中心的
な概念として位置づけられる「エージェンシー」の育成に向け、引き続き改革を力強
く推進されたい。
・一方で、保護者は生徒への丁寧なサポートや「面倒見の良さ」を学校に期待する
が、教職員が先回りして手厚く関わりすぎることは、生徒が自ら考え、判断し、行動
する力、すなわちエージェンシーの伸長をかえって阻害してしまう可能性がある。生
徒の自律的な成長を促すという視点を常に念頭に置きながら、支援のあり方を継続的
に見直していただきたい。
・大学をはじめとする学外リソースの活用についても、高大連携や外部講師の招聘な
ど、十分な成果が上がっており、STEAM教育の推進および探究活動の充実に効果的に
つながっていると認められる。

6 学力向上の支援

基本的な生活習慣を確立させ、きめ細かな学習指導を通じて基礎基本の確実な定着を図り、
授業への集中力と主体的な学習態度を養う。

Ｂ

5

教育課程
教科指導

教育課程の改善

学習指導要領の改訂をふまえた教育課程の改善、指導力の向上を図る。

Ｂ

・学校運営については教員の協力体制も整いつつある様だ。生徒と向き合う時間も増
えている様で、教員の負担が増えない様効率的な時間配分をお願いしたい。
・ＳＳＨの取組みもよく出来ている様だ。開かれた学校づくりについてはＨＰ等の改
善によりＨＰの効果的な活用方法や地域との連携を進めてほしい。
・会議の効率化に継続的に取り組み、勤務時間の削減という具体的な成果を上げたこ
とは、教職員の働き方改革の観点から高く評価できる。こうした取り組みが、教職員
が生徒と向き合う時間の確保につながることが期待される。
・豊高アカデミアの運営については、着実に成果が積み重ねられており、その取り組
みの質の高さは十分に認められる。今後もこの水準を維持・発展させ、理数および
STEAM教育のさらなる充実につなげていただきたい。
・情報発信の面では、ホームページや学校通信を通じた発信が継続されていることを
評価する。一方で、発信にかかる教職員の負担軽減と、保護者等による閲覧数の増加
を両立させることが今後の課題となる。その解決策の一つとして、AIエージェントの
活用、すなわち学校の活動を記事化してアップロードする一連の過程を自動化する仕
組みの導入が考えられる。将来的にこうした先進的な取り組みへの挑戦にも期待した
い。
・大変よくやっていただいていると思われる。
・地域の諸課題に対し配慮いただき感謝している。
・先生方の勤務時間について、本年度若干の改善が見られたとのこと。職員の健康に
直接係わる重要な事であり、ひいては生徒への指導に悪い影響を与えかねない事項で
ある。市内の小学校では６時以降は留守番電話で対応していると聞いている。今後と
も改善の努力を期待したい。
・学校運営に関してだが、概ね適正に運営出来ていると評価できる。個別の内容とし
ては、エアコンの設置などが進んでいるのは、生徒達がしっかりと勉強に集中できる
ので大変にいい事であると考えるが、予算のためとは言え今まではなかったのかと思
うと、いろいろと思いやられる。また、数年前からの「働き方改革」により勤務時間
をつめなければならなくなり、より業務の効率化が求められるようになった。ますま
す先生方の努力に敬服する。

2

会議の効率化等を図ることによって教職員が生徒と向き合う時間を確保し、心の通い合う学
校づくりを推進する。

Ｂ

3

スーパーサイエンス・ハイスクール事業を積極的に推進し、理数並びにSTEAM教育のさらな
る充実と学校全体の教育活動の一層の活性化を図る。

Ｂ

4
開かれた
学校づくり

学校の情報を積極的に発信するとともに、学校評議員会の活用や中学校、家庭、地域社会と
の連携を通じて、信頼される学校づくりを推進する。

Ｂ

1

学校運営

組織的学校運営

学校運営について教職員の共通理解を深め、各学年と部の連携を強化し、協働体制を確立す
る。

Ｂ

令和７年度　学校関係者評価

NO 評価の観点 評価項目
評　　価　　内　　容

達成度 学校関係者評価

「達成度」は、教職員の自

己評価によるものです。



・外部講師を活用したSTEAM教育の推進
・進路実現につながる教科横断的な探究活動の実践
・ICTを活用した各種交流（高大連携、国際交流等）の活性化

・問題行動、いじめ、体罰、自殺等の未然防止（アンケートの実施、面談の充実、家庭との連携強
化）
・学年と生徒指導部の連携等による迅速な組織的対応
・挨拶、掃除、時間厳守励行等の指導

・自治会活動、ホームルーム活動の活性化
・学校行事の充実
・学習と部活動の両立、部活動の活性化と再編の検討

・大学模擬授業、大学見学、進路講演会等の充実
・入試情報等についての迅速かつ正確な情報提供
・人材養成プログラムの推進

・面談の充実、家庭との連携　　・適切な進路情報の提供
・保護者会、検討会の適切な企画運営
・学年と進路指導部の連携

・検診や相談の事前事後指導の徹底
・救急救命法講習会や各種講演会の計画的、効果的な実施
・保健だよりの発行

・教育相談体制の確立
・情報交換と支援体制の充実
・教職員間の効果的な情報共有　・教育相談だよりの発行

・授業公開、研究授業の充実
・職員研修の計画的な実施と校外研修等の成果の共有
・授業研究ユニットによる指導と評価の一体化の研究

・防災マニュアル、避難所運営マニュアルの改善充実
・効果的な防災避難訓練の実施
・関係諸機関（市防災課、警察、消防署、市教委等）との連携による情報の共有と対応の徹底

・忙しい中よく取り組まれている。
・概ね良好なものと認められる。
・大変よくやっていただいていると思われる。
・先生はスーパーマンではない。ただ、生徒達が一番に目にする大人は家族の次は先
生である。よろしくお願いしたい。

15 危機管理
危機管理体制
の改善充実

家庭・地域・関係機関との連携を密にした危機管理体制を構築する。

Ｃ

・地域等、、特に家庭の参加が大切である。
・概ね良好なものと認められる。
・大変よくやっていただいていると思われる。
・「避難所運営マニュアルの改善充実」について、豊岡高校が避難所に指定されてい
る近隣の区においては、高齢化が急速に進み、従来のマニュアルでは、対応が不十分
だと感じている。大変だが対応よろしくお願いしたい。
・校舎の耐震化補強工事も一定の完成をみたと聞いた。今後は災害時のマニュアルの
落とし込みやソフト面の充実が望まれるだろうが、よろしくお願いしたい。

14
教職員の資
質向上

研修の充実

授業公開や職員研修に積極的に取り組み、教職員の専門性と実践的能力を高める。

Ｂ

・このあたりは保護者の協力の元指導をお願いし、相談者が利用しやすい環境づくり
をお願いしたい。
・概ね良好なものと認められる。
・大変よくやっていただいていると思われる。
・学校生活を送るのに身体が基本なのは、間違いない。今後もしっかりと生徒の健康
へのフォローを充実されたい。昨今はスマホの使用が健康に悪影響を及ぼす面も大い
に指摘されている。先生方には苦労をかけるがよろしくお願いしたい。13 教育相談の充実

教育相談を身近なものとし、相談者が利用しやすい環境を整備し、より効果的に指導を行う
ことができるよう、その活用を図る。

Ｂ

12

保健安全
教育相談

保健教育
安全教育の充実

健康診断や健康相談に基づく指導を徹底し、心と体の健康についての自己管理能力を高め
る。生涯にわたり安全に生活できる実践的能力を育成する。

Ｂ

・進路指導等は保護者にも協力をお願いし進めてもらえればと思う。
・国公立大学への進学率の向上をはじめ、進路実現の面で顕著な成果を収めているこ
とは高く評価できる。面談の充実や家庭との連携、学年と進路指導部の緊密な協力体
制が、こうした成果につながっているものと認められる。
・一方、「人生100年時代」を見据えたとき、大学進学という短期的な目標の達成に
とどまらず、長期的な視点に立ったキャリア教育の充実についても、今後の取り組み
の中で意識的に位置づけていただきたい。
・大変よくやっていただいていると思われる。
・常日頃から豊高生に対する指導に感謝している。
・大学受験の過去データが40年超にわたりデータとして存在し活用されていることに
驚きとと共に事実を知る機会を得た。当然、これを踏まえて学校も生徒もがんばるわ
けだが、あくまで大学はひとつの通過点、その後の人生をおおいに羽ばたける人格の
形成の初歩はこの高校時代でもある。しっかりとした教育に今後とも励まれたい。個
別対応もすばらしい。

11 進路実現の支援

自己の適性をふまえて明確な進路目標を持たせる。
最後まで努力を続ける指導を行い、進路目標を達成させる。

Ｂ

10

進路指導

キャリア教育
の充実

自らの生き方を考えさせ、能力・適性、興味・関心に基づいて主体的に進路を選択し決定で
きる能力の育成を図る。

Ｂ

・大変よくやっていただいていると思われる。
・単位制の導入が始まり、学年の呼び名が変わったのも本年度からである。理数科か
らSTEAM探究科への変更は昨年からと時代や社会要請により学校は変化し続けてい
る。運営面も含めて大変だがよろしくお願いしたい。また、STEAM教育により特化し
たSTEAM探究科も2年目に入り、よりその充実が求められるが、その成果のひとつが出
るのは大学受験、子どもが卒業しても注視していきたい。

・他者を思いやる心等は各家庭の協力も必要かと思われる。
・部活動、学習はどちらも積極的に参加できるようサポートをお願いしたい。
・多様な学校行事に生徒が主体的に参加し、部活動においても活躍している様子が随
所に見られる
・一方、生徒の多様性がますます広がりを見せる中、「成果」や「結果」を追い求め
るのではなく、その過程において他者をよく観察し、それぞれの良さを引き出す力を
生徒一人ひとりが高めていくことに重点を置くことが重要ではないか。こうした能力
の育成は、生徒相互の理解と尊重につながり、結果として問題行動やいじめ、不登校
の未然防止という生徒指導上の課題解決にも資するものと考えられる。
・大変よくやっていただいていると思われる。
・常日頃から豊高生に対する指導に感謝している。
・制服変更への取組であるが、その内容事実はともかく検討委員会の設置や生徒や外
部からの意見を聞く機会等のプロセスは評価できる。

9
特別活動

部活動の充実

学校行事や部活動に積極的に参加させることにより、健全な心身の育成と社会性の涵養を図
る。

Ｂ

8

生徒指導
人権教育

生徒指導の充実

他者を思いやる心や人権を尊重する心を持った、礼儀正しく品格のある生徒を育成する。

Ｂ

7 STEAM教育の研究

STEAM教育を推進し、新学科開設準備を進めるとともに、新しい時代のリーダーを育成する
ための事業を研究・実施する。

Ｂ


